


式     辞 

 

やわら かな 春の光が降り 注ぎ、 塩冶が丘の 桜の花びら が 舞う 本日、 工雲会会長  多々納 強人（ たたのつよ

と ）  様学校運営協議会委員 島 充（ しまみつる） 様 Ｐ Ｔ Ａ会長  布野 雅士 （ ふのまさ し）  様、をご来賓と し

てお迎えし、 令和七年度 島根県立出雲工業高等学校入学式を挙行できますこ と は学校と して大きな喜びであり 、 心

より 厚く 感謝申しあげます。  

ただいま 入学を許可しました１ ４ ２ 名の新入生の皆さ ん、 ご入学 おめでと う ございます。 本校の在校生、 教職

員一同、皆さ んを心から 歓迎いたします。ご家族の皆様、お子様のご入学、誠におめでと う ございます。こ れまで お

子様を育ててこ られました皆様にと って、 本日のお子様の晴れ姿に、 感慨も ひと しおのこ と と 思います。 私ども 出雲

工業高校教職員は、 課せられた責任の重さ を感じながら、 気持ちを引き締め、 お子様の大いなる成長を目指して 教

育活動に取り 組んでまいり ます。 どう か、 本校の教育活動にご理解、 ご協力を賜り ますよ う 、 よろしく お願い申し上

げます。  

 

本校は、 １ ９ ４ ４ 年（ 昭和１ ９ ） 年１ 月、 島根県立今市工業学校と して創立した歴史と 伝統のある学校です。 今年

で創立８ １ 周年を迎え、 卒業生は１ 万 6 千２ ０ ０ 名を超え、 ふるさ と 出雲は も と より  全国の「 も のづく り 産業」

を支え、 多方面で活躍さ れています。 新入生の皆さ んには、 こ れまで諸先輩が築いてきた「 も のづく り への誇り と 責

任」、「 穏やかで節度あるふるまい」 をしっかり と 受け継ぎ、 ふるさ と 出雲や 日本国のさ ら なる発展に貢献するため

に 自ら を高めていただきたいと 思います。 そのために大切なこ と について、 お話さ せていただきます。  

 

本校の教育活動では、 育成し たい８ つの力があり ます。 学び続ける力、 表現する力、 技を極める力、 協働する力、

貢献する力、問題解決力、 自らを律する力、チャレンジ精神 の８ つになり ます。最後にあげた「 チャレンジ精神」

は、 こ の中でも 最も 伸ばしていただきたいと 思っています。 チャレンジ精神、 つまり 挑戦する気持ち・ 挑んでいく 姿

勢 のこ と です。 新入生の皆さ んは、 こ れまで幾つも の挑戦を経験してきたこ と と 思います。  



例えば、学習活動や部活動では、仲間やラ イバル、指導者に挑戦 挑んだ経験があり ます。また、自ら の限界や記録、

検定合格や高校入試の合格にも 挑戦 挑んだ経験があり ますね。  

一方、 プロスポーツ選手や日本代表選手の挑戦する姿は、 メ ディ アを通じて頻繁に視聴でき、 その度に感動し、 興

奮した経験は皆さ んにも あるこ と でしょ う 。 人間と しての成長や自己実現の道は一生の課題です。 私たち大人も  命

ある限り こ の課題に向き合っていきます。 最近所の私は、 残り の人生をどう 生きるべきか、 子ども や孫などの家族と

どう 関わっていく べきか、 など考えるこ と があり ます。 成長や自己実現していく ためには、 常に謙虚に自らを省み、

未熟なと こ ろに思いをいたし、 より 豊かなレベルを目指していかなる困難にも めげず、 日々向上の道を歩む必要があ

り ます。 そのために、 皆さ んに求めたいこ と は、「 チャレンジ精神」  

「 自らの限界に挑み続ける チャレンジし続けるこ と 」、  

「 自らの限界はこ こ までだ と 簡単に線を引かないこ と 」、  

「 自らの限界はこ んなも のではないはずと 粘るこ と 」  

が「 チャレンジ精神」 だと 思います。 そう するこ と で人間の成長は継続します。 こ れが本当の成長であると 考えてい

ます。 高校生活の中で、 皆さ んが挑戦する場面、 成長する機会はたく さ んあり ます。 学習活動や探究活動・ 部活動は

も と より 、 たく さ んの方と の出会いや協働作業において、 挑戦の機会を見逃さ ず、 挑戦の姿勢を貫いてく ださ い。  

 

出雲工業高校は、 皆さ んの挑戦を応援し 、 可能性を広げ、 未来の出雲や日本国を支える人材育成を目指し、 生徒、

教職員、 地域が一丸と なって教育活動に取り 組んでいます。  

 

本日から の本校で過ごす３ 年間は、皆さ んの人生において 大変大きな意味をも つ時期になるこ と は言う までも あ

り ません。 新入生１ ４ ２ 名の皆さ んの成長と 、 大いなる「 夢」 の実現に向けて、 教職員が一丸と なって支援するこ と

をこ こ にお誓い申し上げ式辞と いたします。  

 

令和七年四月九日            

島根根県立出雲工業高等学校長  高橋 実 


